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三
月
二
十
日
、
第
二
十
回
通
常
総
代
会
を
上
小

森
林
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
総
代

一
八
五
名
（
内
委
任
状
六
三
名
）
が
出
席
し
、
議
長

に
上
田
市
真
田
町
の
大
塚
久
文
氏
を
選
任
し
て
議
事

が
進
め
ら
れ
、
八
議
案
全
て
が
原
案
通
り
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

  

■
平
成
二
十
六
年
度 

　
　
　
　
　  

　
　
事
業
報
告

　
平
成
二
十
六
年
度
は
、「
森
林
づ
く
り
か
ら
組
合
員
と

地
域
へ
貢
献
す
る
」
と
い
う
基
本
理
念
の
も
と
、
個
人
有

林
・
共
有
林
を
中
心
に
高
性
能
林
業
機
械
を
活
用
し
た

低
コ
ス
ト
作
業
よ
る
搬
出
間
伐
事
業
に
取
り
組
み
、
約

三
万
四
千
立
方
メ
ー
ト
ル
の
木
材
を
生
産
し
地
域
産
材
の

利
用
拡
大
に
貢
献
し
た
ほ
か
、
森
林
経
営
計
画
の
認
定
面

積
は
、
延
べ
八
千
五
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
る
な
ど
、
各
部

門
に
お
い
て
当
初
計
画
を
大
き
く
上
回
り
、
全
体
と
し
て

計
画
対
比
一
一
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
実
績
を
上
げ
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

第
20
回  

通
常
総
代
会  

開
催

指導
9,445千円

販売
601,668千円

加工
13,153千円

森林整備
1,248,422千円

平成26年度
事業実績
総取扱高

1,872,688千円

単位：㎥
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23,586

26,284
30,382 32,166

34,541
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■
平
成
二
十
七
年
度 

　
　
　
　
　
　
　  

事
業
計
画

　
合
併
二
十
周
年
の
節
目
で
あ
る
平
成
二
十
七
年
度
は
、

取
扱
高
16
億
９
４
５
０
万
円
を
計
画
し
、
よ
り
一
層
地
域

林
業
の
活
性
化
に
取
り
組
む
た
め
、「
国
産
材
の
利
用
拡

大
と
森
林
・
林
業
の
再
生
運
動
」
に
沿
い
、
高
効
率
・
低

コ
ス
ト
林
業
の
推
進
、
執
行
体
制
の
強
化
と
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
（
法
令
順
守
）
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
人
材

の
確
保
と
後
継
者
育
成
な
ど
、
引
き
続
き
地
域
林
業
の
担

い
手
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
久
保
組
合
長
が
健
康
上
の
理
由
か
ら
退
任
さ

れ
、
役
員
の
補
欠
選
任
に
よ
り
倉
沢
明
人
氏
が
学
識
経
験

理
事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
来
賓
と
し
て
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、

長
野
県
上
小
地
方
事
務
所
の
笹
沢
所
長
様
、
東
信
森
林
管

理
署
の
日
高
署
長
様
、
長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
の
林
副

会
長
様
、
平
野
県
議
会
議
員
様
よ
り
御
祝
辞
を
賜
り
、
平

成
二
十
七
年
度
第
二
十
回
通
常
総
代
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

役 員 執 行 体 制
代
表
理
事
組
合
長

倉
沢　

明
人

副
組
合
長
理
事

母
袋　

創
一

筆
頭
常
任
理
事

羽
田
健
一
郎

常

任

理

事

花
岡　

利
夫

常

任

理

事

北
村　

政
夫

理

事

清
水　

重
雄

理

事

小
林　

軍
治

理

事

依
田　

光
永

理

事

翠
川　

栄
治

理

事

金
澤　

正
廣

理

事

渋
沢　
　

忍

理

事

伊
藤　

定
衛

理

事

堀
内　

順
一

代

表

監

事

橋
詰　

信
幸

監

事

大
口　

義
明

監

事

大
沢　

幹
夫

任期　平成29年 3月まで

指導
200千円

販売
616,558千円

加工
15,120千円

森林整備
1,062,622千円

平成27年度
事業計画
総取扱高

1,694,500千円
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新
任
の
あ
い
さ
つ

代表理事組合長
倉　沢　明　人

　
新
緑
の
候　
組
合
員
の
皆
様
に
は
益
々
ご
清
祥
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
こ
と　
三

月
二
十
日
付
で

代
表
理
事
組
合

長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。

　

浅
学
菲
才
、

大
変
に
微
力
の

身
で
あ
り
ま
す

が
、「
組
合
員

の
た
め
の
組

合
」、「
地
域
の

た
め
の
組
合
」

を
常
に
念
頭
に

置
き
な
が
ら
組

合
運
営
を
一
層

推
進
し
、
上
小
地
域
の
森
林
・
林
業
の
振
興
、
ひ
い
て
は
地

域
の
発
展
に
貢
献
で
き
ま
す
よ
う
最
善
を
尽
く
し
て
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
皆
様
に
は
格
別
な
る
御
理
解
、
御

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
組
合
の
主
な
事
業
活
動
は
、
木
材
等
林
産
物
の

利
活
用
や
地
域
の
森
林
を
健
全
な
状
態
に
整
備
す
る
こ
と

で
す
。
組
合
員
ば
か
り
で
な
く
地
域
の
関
連
産
業
等
の
経

済
活
動
に
寄
与
で
き
る
こ
と
に
加
え
、
地
域
に
住
む
全
て

の
人
々
に
対
し
て
も
水
源
の
保
全
や
災
害
の
防
止
な
ど
、

安
全
・
安
心
で
豊
か
な
生
活
を
確
保
す
る
と
い
う
公
益
的

で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
上
、

森
林
資
源
は
石
油
な
ど
の
よ
う
に
使
い
果
た
せ
ば
そ
れ
で

終
わ
っ
て
し
ま
う
も
の
で
な
く
、
循
環
的
利
用
の
可
能
な

富
と
し
て
永
続
的
に
私
た
ち
に
恩
恵
を
も
た
ら
す
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　
と
き
あ
た
か
も
国
に
お
い
て
は
、
政
策
の
主
要
課
題
に

地
方
創
生
を
掲
げ
、
林
業
は
成
長
産
業
化
さ
せ
る
分
野
の

ひ
と
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
と
き
に
あ
っ
て
、
当
地
域
の
約
七
十
二
パ
ー
セ
ン

ト
の
森
林
、
そ
の
内
、
先
人
た
ち
が
植
え
育
て
成
熟
の
と

き
を
迎
え
つ
つ
あ
る
カ
ラ
マ
ツ
な
ど
、
五
十
五
パ
ー
セ
ン

ト
占
め
る
人
工
林
を
主
体
と
す
る
森
林
資
源
の
広
い
意
味

で
の
上
手
な
活
用
に
よ
り
、
上
小
地
域
の
森
林
・
林
業
が

活
力
み
な
ぎ
り
、
住
む
人
々
が
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
と

思
え
る
地
域
と
な
る
た
め
の
地
方
創
生
の
核
の
ひ
と
つ
と

な
る
よ
う
努
め
る
こ
と
こ
そ
が
、
森
林
組
合
の
使
命
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
第
二
十
回
通
常
総
代
会
に
お
き
ま
し
て
、
計
画
的
な
森

林
整
備
、
低
コ
ス
ト
で
効
率
的
な
地
域
材
の
搬
出
利
用
を

さ
ら
に
進
め
る
二
十
七
年
度
計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

間
伐
、
木
材
生
産
は
じ
め
森
林
管
理
全
般
に
お
い
て
、
計

画
策
定
か
ら
施
業
の
実
行
ま
で
、
皆
様
の
ご
要
望
を
し
っ

か
り
と
お
聞
き
し
、
森
林
組
合
が
林
業
技
術
者
集
団
と
し

て
十
分
機
能
で
き
る
よ
う
、
組
合
員
は
じ
め
県・市
町
村・

関
係
団
体
等
の
ご
指
導
、
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

役
職
員
と
心
を
合
わ
せ
て
計
画
達
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
結
び
に
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
益
々
の
ご
健
勝
、
ご
繁
栄

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。



　39号　平成 27年 5月 1日5

退
任
に
あ
た
っ
て

前代表理事組合長
大久保　　　守

　
私
こ
と
、
当
組
合
に
専
務
理
事
及
び
代
表
理
事
組
合
長

と
し
て
約
五
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
、

一
身
上
の
都
合
に
よ
り
ま
し
て
、
三
月
二
十
日
開
催
の
平

成
二
十
七
年
度
第
二
十
回
通
常
総
代
会
に
お
き
ま
し
て
退

任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
組
合
員
及
び
関
係
機
関
の
皆
さ
ま
に
は
、
公

私
と
も
に
大
変
暖
か
い
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
に
対
し
て
、
心
よ
り
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
森
林
組
合
は
ご
案
内
の
と
お
り
、
組
合
員
で
あ
る
森
林

所
有
者
に
対
す
る
経
営
指
導
、
森
林
施
業
の
受
託
、
林
産

物
の
生
産
・
販
売
、
加
工
等
を
行
っ
て
い
く
協
同
組
合
で

あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
上
小
地
域
全
体
の
組
合
員
は

約
八
千
人
で
、
組
合
員
の
私
有
林
面
積
は
、
約
四
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
極
め
て
零
細
小
規
模
な
森
林
所
有
者
で
構
成
さ

れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、地
域
林
業
の
振
興
、森
林
の
管
理
の
維
持・

適
正
化
を
図
り
、
さ
ら
に
、
林
業
を
中
心
と
す
る
山
村
地

域
の
経
済
の
発
展
と
森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能
を
高
度
に

発
揮
さ
せ
る
た
め
に
は
、
個
々
の
森
林
所
有
者
の
取
り
組

み
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
た
め
、
森
林
組
合
の
経
営
基
盤

の
安
定
強
化
を
図
り
、
地
域
林
業
の
中
核
的
な
担
い
手
と

し
て
、
組
合
の
充
実
発
展
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　
平
成
七
年
、
上
田
・
小
県
地
域
一
本
の
大
型
組
合
と
し

て
広
域
合
併
し
、
本
年
を
も
っ
て
満
二
十
周
年
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
一
重
に
組
合
員
は
じ
め
関

係
機
関
の
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
っ
た
と
感
謝
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

　
今
後
は
こ
の
年
を
契
機
に
、
組
合
員
の
高
齢
化
や
経
営

意
欲
の
減
退
に
歯
止
め
を
図
る
た
め
、
組
合
員
の
森
林
の

経
営
計
画
策
定
か
ら
管
理
ま
で
を
積
極
的
に
引
き
受
け
、

戦
後
先
人
た
ち
に
よ
っ
て
植
林
さ
れ
た
、
こ
の
地
域
の
カ

ラ
マ
ツ
を
主
体
と
し
た
樹
種
が
主
伐
・
間
伐
期
を
迎
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
手
入
れ
作
業
を
進
め
、
健
全
な

森
林
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
急
務
と
考
え
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
役
職
員
が
一
枚
岩
に
な
り
、
地
域
か
ら
期

待
さ
れ
る
森
林
づ
く
り
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
組
合
員

か
ら
信
頼
さ
れ
る
「
組
合
員
の
た
め
の
組
合
」
と
し
て
尽

力
し
、
よ
り
一
層
ご
発
展
さ
れ
ま
す
こ
と
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

　
最
後
に
、
組
合
員
は
じ
め
関
係
機
関
各
位
の
益
々
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
退
任
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

JForest　森林組合綱領
―　私たち森林組合の目指すもの　―

一、森
も
林
り
のめぐみに感謝し、地域環境保全のため、豊かな森

も
林
り
を未来に引き継ごう。

一、森
も
林
り
を守り育て、林業と山村を活性化しよう。

一、JForest 森林組合への積極的な参加によって、協同の力を発揮しよう。

一、自主・自立、民主的運営を基本に、開かれた組合経営を目指そう。

一、協同の理念と誇りある仕事を通じて、共に生きがいを追求しよう。
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あ
れ
こ
れ

組
合

活
動

の

新
年
安
全
祈
願
祭

一
月
五
日
㈪

共
有
林
等
役
員
研
修
会

一
月
二
十
一
日
㈫

松
く
い
虫
被
害
材

 

チ
ッ
プ
化
検
証
事
業
実
演
会

三
月
五
日
・
六
日

　
松
く
い
虫
被
害
材
の
ほ
と
ん
ど
が
廃
棄

さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
、
今
回
の
実
演

会
は
、
被
害
材
を
切
削
機
で
チ
ッ
プ
化
し
、

被
害
材
の
処
理
経
費
の
軽
減
を
図
る
ほ
か
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
と
し
て
森
林
資
源

を
有
効
利
用
し
、
地
域
林
業
の
活
性
化
に

つ
な
げ
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

　
上
小
地
域
の
人
工
林
の
う
ち
、
ア
カ
マ

ツ
林
は
全
体
の
二
十
三
％
を
占
め
て
お
り
、

深
刻
化
す
る
松
く
い
虫
被
害
縮
小
の
一
助

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
年
の
仕
事
始
め
に
合
わ
せ
、
職
員
全

員
が
一
堂
に
会
し
て
安
全
祈
願
祭
を
行
い

ま
し
た
。

　
組
合
長
の
訓
示
の
後
、
山
家
神
社
の
押

森
神
官
に
よ
る
拝
礼
、
祝
詞
、
玉
串
奉
奠

な
ど
、
今
年
一
年
の
無
事
故
・
無
災
害
を

祈
願
し
ま
し
た
。

　
自
治
会
な
ど
の
山
林
の
役
員
を
対
象
と

し
た
「
共
有
林
等
役
員
研
修
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
上
小
地
方
事
務
所
林
務
課
職
員
に
よ
る

補
助
制
度
等
の
説
明
の
ほ
か
、
共
有
林
の

今
後
の
施
業
計
画
に
つ
い
て
、
当
組
合
の

職
員
と
個
別
に
相
談
を
行
い
ま
し
た
。

　
上
田
市
富
士
山
の
市
有
林
内
に
お
い
て
、

上
田
市
と
上
小
地
方
事
務
所
林
務
課
、
上

小
林
業
振
興
会
主
催
に
よ
る
「
上
小
地
区

松
く
い
虫
被
害
材
チ
ッ
プ
化
検
証
事
業
実

演
会
」
が
行
わ
れ
、
当
組
合
も
共
催
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
。

　
松
く
い
虫
被
害
は
年
々
増
加
の
一
途
を

た
ど
り
、
昨
年
度
の
上
小
地
域
の
被
害
量

は
二
万
七
〇
〇
〇
㎥
と
、
過
去
最
大
に
達

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
今
年

は
「
木
と
緑

の
フ
ォ
ー
ラ

ム
in
上
小
」

を
同
時
開
催

し
、
林
業
関

係
コ
ン
ク
ー

ル
の
表
彰
式

の
ほ
か
、
木

材
ラ
イ
タ
ー

の
赤
堀
楠
雄

氏
に
よ
る
講

演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
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き
の
こ
栽
培
講
習
会

三
月
十
六
・
十
七
日

　

き
の
こ
栽
培
の
普
及
を
目
的
と
し
て
、

原
木
を
利
用
し
た
き
の
こ
栽
培
の
講
習
会

を
、
本
所
及
び
青
木
支
所
に
お
い
て
開
催

し
ま
し
た
。

　
初
め
て
き
の
こ
栽
培
に
挑
戦
す
る
と
い

う
参
加
者
も
多
く
、
シ
イ
タ
ケ
や
シ
メ
ジ

の
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
メ
モ
を
取

る
な
ど
、
熱
心
に
講
師
の
話
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
今
か
ら
自
分
で
作
っ

た
シ
イ
タ
ケ
を
採
る
の
が
楽
し
み
」
と

い
っ
た
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。本所会場36名、青木会場20名参加

「
植
木
ま
つ
り
」開
催
中
！

五
月
三
十
一
日
㈰
ま
で

○
毎
年
恒
例
の
「
植
木
ま
つ
り
」
を
五
月

三
十
一
日
㈰
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す

　
　
豊
富
な
種
類
の
植
木
や
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
用
の
花
、
果
樹
苗
木
な
ど
を
多
種
取

り
揃
え
、
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

○
開
催
期
間
も
あ
と
わ
ず
か
で
す

　
　
よ
い
品
物
を
大
特
価
に
て
ご
提
供
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
　
庭
造
り
の
相
談
等
も
承
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
係
員
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

監
査
会
・
理
事
会
報
告

シイタケ・クリタケ
ほだ木販売中 !

シイタケ・クリタケともに
	 1 本� 620円
	 5 本� 2,800円
	 10 本� 5,200円
	 20 本� 10,200円

～植木まつりのご案内～
●場　所：	上小森林センター（森林組合本所）
	 上田市富士山 2464-226
●期　間：	4 月 10日㈮～ 5月 31日㈰
●時　間：	午前 9時から午後 5時まで

☆係員が会場内をご案内しますので、お気軽に
お声をかけてください。

　
二
月
二
十
七
日
㈮
に
監
事
会
を
開
催
し
、

監
事
三
名
よ
り
平
成
二
十
六
年
度
事
業
の

執
行
に
つ
い
て
監
査
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
三
月
十
三
日
㈮
に
開
催
さ
れ
た

理
事
会
に
お
い
て
、
提
出
さ
れ
た
す
べ
て

の
議
案
が
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

広
報
誌「
や
ま
び
こ
」

　
　
　
　
優
秀
賞
受
賞

　

全
国
林
業
改
良
普
及
協
会
主
催
の
第

四
十
九
回
林
業
関
係
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
の

広
報
誌
部
門
に
い
て
、本
誌
「
や
ま
び
こ
」

が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
皆
さ
ま
に
ご
愛
読
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
親
し
み
や
す
い
広
報
誌
づ
く

り
を
心
掛
け
ま
す
の
で
、こ
れ
か
ら
も「
や

ま
び
こ
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。毎年恒例の植木まつり

● 第19回 通常総代会 開催 ·················2
● 組合長あいさつ ·······························3
● 新役員の紹介 ··································4
● 新役員執行体制／組織機構図 ··········5
● 総代名簿 ·········································6
● 農林中金80周年森林再生基金 ·········7
● 組合の活動 あれこれ ················8・9
● 森林のはたらき／森林レシピ ······· 10
● ニューフェイス紹介 ····················· 11
● 組合からのお知らせ ····················· 12

信州上小森林組合
〒386-1212　上田市富士山 2464 番地 226
TEL.0268-39-8522（代表）　FAX.0268-39-8523
HP  http://www.jforest.co.jp
E-mail: info@jforest.jp

Vol.37

平成26年５月１日
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進
め
て
い
ま
す
！ 

　
　
　
　
森
林
経
営
計
画 

�

～
上
田
市
武
石
編
～

　
森
林
組
合
で
は
、
補
助
制
度
を
有

効
に
活
用
し
な
が
ら
効
率
的
に
森
林

整
備
を
行
う
た
め
、
森
林
経
営
計
画

の
作
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
上
田
市
武
石
地
区
の
取

り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
上
田
市
武
石
地
区
は
人
工
林
が
比
較
的

少
な
く
、
切
り
立
っ
た
山
が
多
い
と
い
う

特
徴
を
持
っ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
人
工

林
が
伐
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
中
で
森
林
整
備
や
森
林
の
管
理
を
長
期

に
わ
た
っ
て
計
画
的
に
実
施
し
、
地
域
の

木
材
を
有
効
利
用
し
て
い
く
た
め
、
組
合

員
さ
ん
の
山
を
中
心
に
取
り
ま
と
め
、
森

林
の
集
約
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
森
林
経
営
計
画
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、

全
て
の
組
合
員
さ
ん
の
山
林
を
管
理
し
て

い
く
こ
と
を
目
標
と
し
、
民
有
林
の
カ

バ
ー
率
を
高
め
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
計

画
作
成
を
進
め
ま
し
た
。

　
地
区
説
明
会
の
開
催
や
個
別
訪
問
に
よ

り
長
期
経
営
委
託
契
約
の
締
結
を
進
め
る

中
で
、「
良
い
山
に
し
て
く
れ
」
と
か
、「
森

林
組
合
に
全
部
任
せ
る
よ
」
な
ど
の
声
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

説明会の様子（担当：依田窪支所　岸田技師）

　

平
成
二
十
七
年
度
現
在
、
武
石
地
域

で
は
十
の
経
営
計
画
団
地
（
合
計
計
画

面
積 

二
、〇
〇
二・
三
四
ha
、
契
約
者
数 

四
九
一
人
）を
樹
立
し
、民
有
林
の
カ
バ
ー

率
も
七
十
％
を
越
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
「
組
合
員
の
た
め
の
組
合
」
と

い
う
理
念
の
も
と
、
民
有
林
の
カ
バ
ー
率

向
上
に
向
け
て
、
組
合
員
さ
ん
を
は
じ
め

と
す
る
森
林
所
有
者
の
皆
さ
ん
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
地
域
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

「
信
州
フ
ォ
レ
ス
ト 

　 

　
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
」に 

�

登
録

　
長
野
県
で
は
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営

の
確
立
と
林
業
の
再
生
の
た
め
、
優
れ
た

経
営
感
覚
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
ち
、

地
域
の
林
業
を
け
ん
引
す
る
人
材
、「
信

州
フ
ォ
レ
ス
ト
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
」
を
育
成

し
て
い
ま
す
。

　
当
組
合
の
職
員
も
平
成
二
十
六
年
度
の

育
成
研
修
に
参
加
し
、
こ
れ
か
ら
の
上
小

地
域
の
森
林
づ
く
り
を
け
ん
引
し
て
い
く

者
と
し
て
、
こ
の
た
び
県
に
登
録
さ
れ
ま

し
た
。

信
州
フ
ォ
レ
ス
ト
コ
ン
ダ
ク
タ
ー

　
　
森
林
整
備
課　
主
任

田
　
中
　
憲
一
郎

森
林
組
合
の
山
づ
く
り
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平
成
七
年
八
月
一
日
に
信
州
上
小
森
林
組
合
が
発
足

し
て
、
今
年
で
二
十
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
合
併

二
十
周
年
を
記
念
し
、
地
域
の
皆
様
に
こ
れ
ま
で
の
感

謝
を
伝
え
、
地
域
や
組
合
員
と
の
つ
な
が
り
が
さ
ら
に

深
ま
る
機
会
と
な
る
よ
う
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
は
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
市
町
村
へ
緑
化
木
を
寄
贈

　
管
内
の
各
市
町
村
へ
、
記
念
樹
と

し
て
緑
化
木
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

☆
寄
贈
場
所
（
一
部
予
定
）

　

上
田
市
…
…
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ

　

東
御
市
…
…
田
中
保
育
園

　

長
和
町
…
…
新
長
和
町
庁
舎

　

青
木
村
…
…
ふ
る
さ
と
公
園

■
二
十
周
年
記
念
式
典
・ 

　
　
　
　
　
感
謝
の
集
い

　
組
合
員
を
は
じ
め
、
地
域
の
皆
様

に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
二
十

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

☆
イ
ベ
ン
ト
概
要

・
開
催
日	

九
月
十
三
日
㈰

・
場　

所	

サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ

	

　
　
　
　

大
ホ
ー
ル

・
時　

間

　
「
記
念
式
典
」…
…
13
時
15
分
開
会

　
「
感
謝
の
集
い
」…
14
時
30
分
開
演

☆「
感
謝
の
集
い
」

　
　
　
　

出
演
者	

松
方　

弘
樹

	

高
道
（
狩
人
）

	

保
科　

有
里

　

大
御
所
俳
優
の
松
方
弘
樹
が
、

ト
ー
ク
と
歌
の
特
別
シ
ョ
ー
で
地
域

を
盛
り
上
げ
ま
す
。

・
入
場
料	

無
料

・
観
覧
の
申
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ

　

信
州
上
小
森
林
組
合　

本
所

℡
〇
二
六
八

－

三
九

－

八
五
二
二

※
詳
細
は
後
日
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

信州上小森林組合

20周年記念ロゴマーク

サントミューゼのハナノキ

【出 演】 

松方弘樹
高道 （狩人）

保科有里

【場 所】 上田市交流文化芸術センター
　　　サントミューゼ 大ホール

信州上小森林組合

松方弘樹がトークと歌で
地域を明るく元気に盛り上げます

信州上小森林組合

●主催・企画／信州上小森林組合 ●お問い合わせ／信州上小森林組合 本所 ☎0268-39-8522

松方弘樹がトークと歌で
地域を明るく元気に盛り上げます

開演14：30
【日 時】 平成27年 9月13日㈰

入場料
無料

おかげさまで20周年
20周年記念イベント情報

■
地
域
の
緑
化
に
貢
献

●「
花
の
種
」を
配
布

　
毎
年
恒
例
の
「
植
木
ま
つ
り
」
で

は
、
ご
来
場
の
方
に
数
量
限
定
で
花

の
種
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
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紹
介

ニュー
  フェイス
ニュー
  フェイス
ニュー
  フェイス
ニュー
  フェイス

きらり !

　4 月 1 日より 8 名の新しい仲間
が増えました。どうぞよろしくお願
いします。

右
か
ら

佐　

藤　
　
　

駿

依　

田　

雄
太
郎

池　

本　

優　

太

西　

牧　

大　

哉

木　

村　
　
　

敢

根　

井　

悠　

斗

石　

井　

睦
太
郎

中　

島　
　
　

隆

　
「
自
然
の
中
で
働
く
」
と
い
う
と
清
々
し
さ
を

感
じ
ま
す
が
、
実
は
山
仕
事
は
と
て
も
危
険
な
仕

事
で
す
。

　

そ
こ
で
、
少
し
で
も
危
険
を
回
避
す
る
た
め
、

森
の
中
で
も
目
立
つ
よ
う
に
オ
レ
ン
ジ
色
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
に
身
を
包
み
、
足
が
滑
ら
な
い
よ
う
、

裏
に
ス
パ
イ
ク
の
つ
い
た
安
全
ブ
ー
ツ
や
地
下
足

袋
を
履
き
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
刃
が
当
た
っ
て
も
け

が
を
し
な
い
よ
う
に
、
特
殊
素
材
で
で
き
た
安
全

ズ
ボ
ン
や
前
掛
け
を
し
て
作
業
し
て
い
ま
す
。

　
組
合
員
の
皆
さ
ま
か
ら
安
心
し
て
山
仕
事
を
任

せ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
日
々
安
全
意
識
の
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 

今
ど
き

   

山
仕
事
ス
タ
イ
ル
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信
州
上
小
森
林
組
合
は

　
　
合
併
何
周
年
で
し
ょ
う
か
。

　

次
の
①
～
④
の
中
か
ら
正
解
の
番
号
を
選
び
、

は
が
き
に
書
い
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

今
回
は
合
併
記
念
と
し
て
、
正
解
さ
れ
た
方
の

中
か
ら
、
抽
選
で
20
名
様
に
、
食
事
処
「
し
ん
り

ん
」
の
１
、０
０
０
円
分
の
御
食
事
券
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
！

問  題
※
発
表
は
商
品
の
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。�

（
平
成
27
年
６
月
30
日
消
印
有
効
）

〈応募はがきの記入方法〉

〒 386-1212

上田市富士山
2464-226

信州上小森林組合
　やまびこ編集部

①クイズの答え
②住所・氏名・
　年齢・電話番号
③組合、広報誌へ
の意見がござい
ましたらご記入
下さい。

表裏

① 

10
周
年	

② 

20
周
年

③ 

30
周
年	

④ 

40
周
年

材
　
料

作
り
方

と
っ
て
も
簡
単
！

　
笹
ず
し

笹
ず
し 

の 

作
り
方

　
今
回
ご
紹
介
す
る
「
笹
ず
し
」
は
、
笹
の
葉
の
上
に

ひ
と
口
大
に
し
た
寿
司
飯
を
盛
り
、
お
好
み
の
具
材
や

薬
味
を
の
せ
る
だ
け
の
簡
単
料
理
で
す
。

・
笹
の
葉

・
寿
司
飯

・
お
好
み
の
具
材

　
　
…
サ
ケ
の
そ
ぼ
ろ
、

　
　
　
錦
糸
卵
、
ゼ
ン
マ
イ
、

　
　
　
シ
イ
タ
ケ
、
紅
生
姜
、

　
　
　
か
い
わ
れ 

な
ど

①　
笹
の
葉
を
熱
湯
に
さ
っ
と
く
ぐ
ら
せ

よ
く
洗
う

②　
具
材
は
食
べ
や
す
い
よ
う
に
小
さ
く

切
っ
て
お
く

③　
笹
の
葉
の
上
に
寿
司
飯
を
ひ
と
口
大

に
盛
り
付
け
る

④　
具
材
を
寿
司
飯
の
上
に
の
せ
れ
ば
出

来
上
が
り
で
す

ひ
と
く
ち
メ
モ

　

笹
の
葉
は
一
年
中
採
れ
ま
す
が
、
新
芽
を
出
す
６
月
か
ら
７
月
が
旬
で
、

こ
の
時
期
に
葉
を
摘
み
、
き
れ
い
に
水
洗
い
し
て
冷
凍
保
存
を
す
れ
ば
、

青
く
新
鮮
な
状
態
を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。 笹は両端を切り、形をそろておきます。
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組
合
か
ら
の

　
　
　
　
お
知
ら
せ

●
人
事
の
お
知
ら
せ

【
採
　
用
】

職　
員

　
四
月
一
日
付

　
　
石
井
睦
太
郎
（
森
林
整
備
課
兼
上
田
支
所
技
手
）

技
能
職
員

　
四
月
一
日
付

　
　
根
井　
悠
斗
（
森
林
整
備
課
付
）

　
　
西
牧　
大
哉
（
森
林
整
備
課
付
）

　
　
木
村　
　
敢
（
森
林
整
備
課
付
）

　
　
池
本　
優
太
（
森
林
整
備
課
付
）

　
　
依
田
雄
太
郎
（
森
林
整
備
課
付
）

　
　
佐
藤　
　
駿
（
森
林
整
備
課
付
）

　
　
中
島　
　
隆
（
上
田
支
所
）

【
異
　
動
】

職　
員

　
四
月
一
日
付

　
上
田
支
所
技
手

　
　
笠
井　
　
悠
（
森
林
整
備
課
兼
上
田
支
所
技
手
）

【
昇
　
任
】

職　
員

　
四
月
一
日
付

　
依
田
窪
支
所
技
師

　
　
岸
田　
聖
司
（
依
田
窪
支
所
技
手
）

●
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
試
験
　
三
名
合
格

　
「
森
林
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
認
定
試
験
」
に
三
名

の
職
員
が
合
格
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
当
組
合
の
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー

は
九
名
と
な
り
ま
し
た
。

●
第
六
十
七
回
全
国
植
樹
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す

　
第
六
十
七
回
全
国
植
樹
祭
が
、
平
成
二
十
八
年
春

季
に
長
野
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
全
国
植
樹
祭
は
、
豊
か
な
国
土
の
基
盤
で
あ
る
森

林
・
緑
に
対
す
る
国
民
的
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、

毎
年
春
に
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
の
も
と
に

開
催
さ
れ
る
全
国
規
模
の
大
会
で
す
。
上
小
地
区
に

お
い
て
も
上
田
市
自
然
運
動
公
園
が
県
民
植
樹
会
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
㈱
信
州
フ
ォ
ー
レ
ス
ト
よ
り
お
知
ら
せ

　
森
林
組
合
の
系
列
会
社
と
し
て
地
域
の
皆
さ
ま
に

ご
愛
顧
い
た
だ
き
ま
し
た
㈱
信
州
フ
ォ
ー
レ
ス
ト
は
、

こ
の
た
び
三
月
三
十
一
日
を
も
ち
ま
し
て
解
散
い
た

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
多
大
な
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

●
組
合
員
さ
ん
の
名
義
変
更
に
つ
い
て

　
相
続
な
ど
に
よ
り
組
合
員
の
名
義
変
更
を
す
る
場

合
は
、「
組
合
員
の
死
亡
届
と
相
続
人
の
加
入
申
込

書
」
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
最
寄

り
の
支
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
組
合
員
の
新
規
加
入
や
増
資
も
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

依
田
窪
支
所�

山
下　
貴
之

川
東
支
所�

小
坂　
　
真

青
木
支
所�

山
崎　
恭
平信州上小森林組合は

　　第67回全国植樹祭を
応援しています。

　
こ
の
四
月
、
組
合
で
は
八
名
の
新
入
職
員

を
迎
え
入
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
山

の
現
場
で
働
く
技
能
職
員
の
平
均
年
齢
は

三
十
五
歳
と
な
り
、
合
併
当
時
の
五
十・
三

歳
か
ら
大
幅
に
若
返
り
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

林
業
の
後
継
者
を
育
成
す
る
こ
と
は
、
森

林
組
合
が
担
う
重
要
な
任
務
の
一
つ
で
す
。
こ

れ
か
ら
先
も
若
い
力
と
ベ
テ
ラ
ン
の
熟
練
の
技

で
、
緑
の
担
い
手
と
し
て
、
大
切
な
郷
土
の
森

林
を
守
り
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

あ
と
が
き

シンボルマーク

■信州上小森林組合
本所・上田支所／☎0268-39-8522・FAX.0268-39-8523
川 東 支 所／☎0268-72-3703・FAX.0268-72-3881
依田窪支所／☎0268-68-2172・FAX.0268-68-2056
青 木 支 所／☎0268-49-2021・FAX.0268-46-2641


